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1 ．問題設定

　本研 究は、東北地方 に 所在す る公 立進 学

高校 Y 高校を事例 と し 、 教師 の 認識構造 と

い うミク ロ レ ベ ル の 視点 か ら組織構 造の 形

成 メ カ ニ ズ ム を解明す る こ とを 目的 とす る 。

具体的に は組織構造 の
一

側面で あ る授業時

間配 分が、教師が い か なる認識 構造 に基づ

き決定 されて い るの か を明 らか にす る。

　本研 究 が題 材とす る授業時間配分 の 形成

メカ ニ ズ ム の 解明 を試み る研究 として代表

的 なもの に荒牧 ・山村 （2006 ）が ある 。 高

校の授業時間配 分 （教育課 程編成）に大学

入試 科 目が影響 を与 え る こ とは既に 知 られ

て い る こ とだ が、荒牧 ・山村 は大学入試以

外 の 要因に つ い て も網 羅 的 に検討 して い る。

そ こ で 挙げ られて い る要 因は、教育行政 、

生 徒 ・保護者、地 域社会 の 構造 ・風 土 ・歴

史等 、 学校組織 内部 にお け る諸条件、教育

経営方針 とい う諸要因で ある。 しか しなが

ら、荒牧 ・山村の研 究は各要 因が どの よ う

に 、 そ し て ど の 程度各学校 に お い て 影響 を

与え て い る の か 、そ の 編成原理 を明 らか に

して は い な い 。

　本研究は授 業時間配 分 と い う組 織 構 造 の

一側面 に限定 した うえで 、組織構造 の 形成

メ カ ニ ズ ム に 対 して ミク ロ レ ベ ル 、すなわ

ち教師の 認識構造 か ら迫 る もの で あ る 。 ま

た 、教師 の 認 識構造 を捉 えるに あた り、総

合 的な学習 の 時間、お よ び 探究学習の 導入

に 関す る認識 を切 り 口 とす る 。
2013 年度学

習指導要領で は 、総合的な学習 の 時間 を 1

週 間の 時間割 に位置づ け る こ とや 、探究学

習を実施す る こ とが提唱 されて い る。総合

的な学習 の 時間の 充実 を要請す る政策側か

らの 圧力 は増 し て い る。総合的な学習の 時

間お よび 探究学習の 導入 に関す る認識 を切

り 口 にす る こ とで 、既存 の 授業時間配分 に

込 め られた 教師 の 認識が 顕在化す るだろ う。

と りわ け、総合な学習 の 時 間 の 実施 に 困難

を覚えやす い 進学高校 （西尾他 2001 な ど）

で 、か っ 学校外教育機会 が相対的に少 な く

学校が有す る時間の 価値 が大 き い と思 われ

る地方 の 公 立 高校 を対象 とす る こ と で 、そ

の 認 識 が現 われやす くな る だ ろ う。

2 ．調査の 概要

　調査校 は東北地方に所在す る公 立進学高

校 Y 高校 で 、男子校で ある 。 普通 科と理 数

科 を持 つ
。 卒業生 の 進路 は地元 国立大学の

ほか 、東北大学 など を中心 に難 関国立私立

大学 に進学す る者 が数 多く い る 。 た だ し 、

分析結果 で も示 すが 、Y 高校教師は 、同学

区に は Y 高校以 上 に進 学実績 を挙げて い る

「トッ プ」 校が あ り、Y 高校 は 当該高校 に

次 ぐ進 学高校で あると 自認 し て い る。なお 、

「トッ プ 」 校 と され る高校 を事例 と した授

業時間配分 を巡 る教師 の 認 識構造に つ い て

は、冨 田 （2014 ） で 既 に検証 し て い る。

　本発 表 で 使 用 す るデ ー
タ は 2013 年 9

月 ・12 月 に 実施 し た 調 査 で 得 られた データ

で ある。9A 調査 で は管理 職 、 教務主任や

学年主任 な ど要 職 に つ く教 師、Y 高校 に 長

期間勤務 し て い る教師な ど 8名 にイ ン タ ビ

ュ
ー

（IC レ コ
ーダー

に録音 、 半構 造化イ ン

タ ビ ュ
ー）を行 っ た。12 月調査 で は 国語 ・

数学 ・英語 ・理 科 ・地歴 公 民 （社会）の 教

科主任 5 名 に対 して イ ン タ ビ ュ
ー調査 （IC

レ コ ーダーに 録音、半構 造 化イ ン タ ビ ュ
ー、

ただ し 1 名は IC レ コ
ーダー

に録音な し）

を行 っ た。9 月訪問時に 、教育課程表な ど

の 資料収集 も実施 した 。

　 9 月 の イ ン タ ビ ュ
ーで は 、Y 高校に お け

る総合的な学習の 時間の 概 要や 、その 学習

で 期待 され るこ と、また課題 と思 わ れ る こ

とな どを幅広 く質問 した。12 月 の イ ン タ ビ

ュ
ーで は 、総合的な学習の 時間 と教科 学習
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との っ なが りや 、教科学習指導の 状況 など 、

総合的な学習の 時間以外 の Y 高校の 教育活

動 の 特徴 に つ い て詳細 に質問 して い る 。

3 ．結果の概要

　初 めに 、Y 高校にお ける総合的な学習の

時間の 取 り扱い に つ い て 説 明す る。Y 高校

で は 、2013 年度施行学習指導要領が 提 唱す

る通 り 、 総合的な 学習 の 時間 を 1 週 間の 時

間割 内に設 定 し て い た。その 結果、普通科

にお い て は総授業時 間数を 1 コ マ 増やす こ

とに な っ た。 し か し、そ の よ うな変更が Y

高校にお い て 容易な こ と で は な か っ た と の

認識を 、 管理職 の 教師 、 教務主任 の 教師の

イ ン タ ビ ュ
ーよ り知 る こ とがで きた。それ

ゆ え、時 間と労力が膨大 に費や され る探究

学習 に つ い て は回避 され て い た （探究学習

が選択 され なか っ た経緯 の 詳細は 当 日示

す）。総合的な 学習の 時間 に は最小 限の 時間

しか割 けない とY 高校教師 は認識 して い た 。

そ の こ と は 、Y 高校が 総合 的な学習の 時間

導入 以前 に確立 し て きた 既存の 授業 時間配

分が教師 た ち の 認 識 にお い ては優勢で ある

こ とを示 し て い る。で は 、Y 高校 の 授 業時

間配 分は教師 た ちの ど の よ うな認識 に基づ

き決 定 され て い る の だろ うか 。

　 分析 の 結果 Y 高校教師た ち は 、授業時間

配分にお い て 、学習指導要領の 必履修 ・選

択必 履修科 目 の 標準単位数 を下 回 らない こ

とを前提 に 、  大 学入試 教科 ・科 目へ 優先

的 に時間を配分す べ き、  大学入試 教科 ・

科 目の 国語 ・数学 ・英語 の 中で も数 学に潤

沢 な時間を配 分 、 国語 は節約 的 に時間を配

分す べ き、  放課後の 時間に つ い て は部活

動 へ 優先的に 時間を配分す べ き、 とい う 3

つ の 認識構造 を有 し て い る と判断で きた。

　  に つ い て は 、総合的な学習の 時間は 大

学入 試に 直接関連が な い と い う認識 を教師

が持 っ て い た こ とか ら判 断で きる。加 え て 、

イ ン タ ビ ュ
ー

か らは 、Y 高校教 師が有す る

学力観が 「大 学入試 に合格 で き る 力 」 で あ

っ た こ とか ら も  の 認識構造 の 存在が支持

され る 。 続 い て 、 大学入 試教科 ・科 目 の 中

で どの よ うに授業時間配 分をす べ きか につ

い て は  の よ うな認識を 有し て い るが 、そ

れ は次 の よ うな認 識 に基 づ く も の で あ っ た 。

Y 高校教師は 、
Y 高校 の 入 学生 は 、「男子 校

で あ るか ら数学が 強 い 」 と認識 し、
一

方 で

国語 は 、同 じく　「男子 校 で あるか ら弱 い 」

と認識 し て い る。 こ れ ら の 認識が   の 認識

を形成 し て い た 。 最後 に   の 認 識 は次 の よ

うな Y 高校入 学生観 に基づ くもの で あ る。

それは 、Y 高校生 は 「勉強 も した い け ど部

活 動 も した い 」 とい う志向性 を持 っ て い る

とい うも の で あ る 。
こ の よ うに Y 高校教師

が認識 する の は、近隣進 学高校の 存在が あ

るか らで あ る 。 当該高校は進学実績の 面で

「トッ プ 」 校 で ある と認識 され、Y 高校 は

それ に次 ぐ高校で あ る と と らえ られ て い る。

そ の よ うな序列 関係 の 存在 を前提 と し 、 先

述 した よ うな Y 高校入 学生観 を教師は 抱い

て い る。ゆ えに、Y 高校で は部活 動時間を

十分確保す る こ とが近 隣進学高校 との 差別

化 を意味 し、Y 高校の アイ デ ン テ ィ テ ィ の

源泉 ともな っ て い る。

　 以 上、本研究で は、授業時間配分 とい う

組織構造の
一

側面 が教師の 多様 な認識構 造

によ っ て 形成 され て い るこ とを示 して い く。
一

見 す る と教育課 程編成 に対 す る学校 の 裁

量は少 ない と思われが ちだが 、組織成員で

ある教師は 、わず か な時間配分 の 違 い に固

有 の 認 識構造を強 く反映 し 、 時間配 分を決

定を し て い くの で あ る 。本研 究 を通 し て 、

教師 の 認 識 を起点 と した 組織 の 形成 メ カ ニ

ズ ム に 関す る ミ ク ロ レ ベ ル ア プ ロ ーチ の 有

効性 を示 して い く。
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